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院医学は、 区と‘互•、との多数の炭点において、 四学的見旭からこれらに対し公三に『l LIVrを下し、 基本的人

椛を擁護するなかで、 尺工的1-扇合国家の安全に寄与していく学I間でずぐ また、 臨床医学の進歩、 および竺

会制良の変遷にともないその対象筍lttlを拡張し、 Jj『たな1月\J闘点を発掘し、 これらの閤屈に杖極的に閏わり

裾られた紅知見を基に新たな科学的な提言を行っていくことが求められていまず。 したがって、 法匹学の

研究領域は広く、 さらに、 且伏の翡尻（こ｛：：「う専門分化のために、 その奥行ぎも益々｛菜くなっています。 医

学頒域では犀仰医学から闘）宋医学の全ての領域が1去医学の 1閃連煩域であると言っても過言ではあり主せん c

法医学は、 「 法五解剖、 十なわち灰休を扱う医学」ではなく、 甚碍医学と 1:脅，床玉学の境界に位塩直する法玉学

の立場からの先嶋医板 ・ 終末斯医療に批わる[:i祖床各科への指捐 ・ 提言を通して、 その発展に積極的に寄与

丁べきもので、 法医学が健全に機能している社会こそが民主主義国家であるといえま寸
→
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［研究の概要］

研究江動は、 主としてサリン、 ソマン類似物質を中心とする神経剤、 パ 7 : コ ー ト、 ジクワットなど
‘
のア

ルキJレジロリジリウム1信系）墾娯を灼象とした中冑病態生理学および誤鴨物の迅速検査厨翡l発に閉する研究、

薬毒物の摂取履｝症証明に 1長」ずる研究、 仇畠床1-去医学的研究が進められてい主ナ。

(l)神経剤の翡：コリン性翫↑生発現磯喘

1995年'3月に発生した地下鉄サリン事件でft、 12名の死者と5000人を超える待、ti:� 中寄患者を 1し廿した未曾

有の大惨事となりました， 労匡(:t仏医学の領域で/J、 サ〗ン中罰の司法鮒音lj例の報告は煎く、 辛うじて罰

印こ松本サリン事仰の3例の解刑例があったのかでした。 松本の事例では散布されたサリンの濃度が高か

ったため、 3イタ·1」のうら2例の1111. i夜中いらサリンの加水分解吃物であるイソプロピワレメチルフォスフォン酸

が検出されましたが、 他下飲サリン事位で!·にこの加水分倍髯物は12位」中2例しか検出でき寸
ゞ
、 拭牡者の病

院殻入11吉の臨床陀録と滉場からサ〗ンが検日—:\された事実から死因を推定することしかできない吠況にあり

ました。 そこで、追1本からサリンを検出• い明ナることド□ーよって急忙tサリン中甕のMi: 定診It)『を行うためiこ、

赤」加求アセチ］レコリンエステラ ー ゼに結合したサりンのりン酸基をアルカリフ刀スファタ ー ゼこより酵素

的仄分解、 検出することにより、 放害者の死囚を急性サリン中鴨とん在だし主した(Toxicol Appl Pharrnacol 

1997; [44:J98-203)c また、 サリン ・ ソマンと同じリン認晶を持つ汀しい有履リン剤[bis (i呵opropyl methyl) 

phosphonate (BIMP), bis (pinacolyl methyl) phosphonate (BPMP)]を合成し(J Chrornatogr B 1997; 701:9-17)、 こ
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